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　相引敏　最後の目的は之に極まる．太陽活動を表示する之の数字は，正確な
る観測を基礎として確立される響きである．前記の如き成績にて，更に進んで
グラフ化し得るものは20ケ日以上の7ケ月に止り，素人の者として寛大に取扱
ふならば，16ケ日以上の15ケ月が危く之に該饗する．三澤氏の彼の優秀なる槻
弓に比較するならば，私の結果は，三十自失の感を否まれない．
　私が観測帳を調べて見ると，開始以來三分を全然認めなかったのは，開始の
月，2Pち七月30日目一日しかなかった．亦，之に反して，一封数の高かったの
は1937年八月4日で，15群113個，自口ち263であった．個歎の方面から見ても，同
日が最高であった．15群以上を認めたのは，同日と，1936年十一・月6日の爾臼
のみが15丁目数へられた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　更に，私は，各月の最高と最低を注意して居るが，其の差は相當の幅を持ち
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之より推察して考へる時，観測日数の不振は，相封数算出に際して，如何に胃
瞼であるかを物語るのである．特に1937年八月に凡ては，4日は263を数へ，19
日には67に降り，其の差は196であった．尤も之は最：も甚だしい例で，観測日
華　17ケ日の李均134であった，最絡の1939年十二月は，差は最も少く・37でφ
384　　　　　　　　　　　　黒鮎観測を省みて　　　　　　　　　　天界2鈎
　　　　，つた．
　上の表は，各月の相函数の最高最低の差を表としたものである．各年の直筆
を調べると：
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李均相射数は，私の槻測より算出したものであるが，活動期は振幅も大きい事
が見られる．
結び　初に期した目的も，十分に達し得す，雑然となって了つた．今まで
の眞劒な氣持で眠した此の槻測も，所謂幽界の，或は協調の役員課員に報告を
邊れば萬事踊れりと致すべきではない．己が得た並ならぬ苦心の結果は，自分
で此を氣の向いた方面から検討して見て，己が者にして完全する．我々は素人
であって，専門家でないが，素人には其自身の適幽した方法と研究があり得る
と信じる．
　粗末乍ら，斯うして文に綴って見ると，今更乍ら我が微力なる事と，前途の
遼遠と，L・暦の二二努力の必要をひしひしと感ずる．（終り）
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